
第3回幹事会本資料

平成 ２８ 年度

日時：平成２９年１月３１日（火） 午後２時００分～
場所：佐賀県自治会館４階 大会議室

佐賀県高度情報化推進協議会
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本日の次第
１ 開 会
２ 会長挨拶
３ 議 題
（１） 今年度下半期事業報告について 【報告事項】
（２） 次期中期推進項目及び来年度事業の方向性について

【協議事項】
（３） 来年度第１回ＩＣＴ利活用講演会テーマ選定について

【決議事項】
４ その他
（１） 次期幹事・各Ｇ構成員公募について
（２） 第４回幹事会開催日程について
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会議の目的
１ ［報告事項］
下半期事業について、実施済事業の概要及び未実施
分の途中経過について確認していただく。

２ ［協議事項］
次期中期推進項目及び来年度の事業の方向性
について協議いただく。

３ ［決議事項］
来年度第１回ＩＣＴ利活用講演会のテーマを決定いただく
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議題（１）

今年度下半期
事業報告について
【報告事項】
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議題（１） 【報告】今年度下半期事業報告

本日の報告事項

【実施済み】
①第２回ＩＣＴ利活用講演会（１１/２４）
②はじめてのスマホ・タブレット講座in鹿島（９/１７）
③高情協Ｔｗｉｔｔｅｒの運用開始（１０/２４～）

【経過報告】
④ＩＣＴ利活用取組事例視察 （２月１日実施予定）
⑤情報ﾘﾃﾗｼｰ・ｾｷｭﾘﾃｨ事業
１）ネットの安全・安心けいはつコンクール （モラージュ）
（募集～１/１３ →１/１８審査 →２/１８表彰式→ 展示・相談）
２）サイバーセキュリティ対策シンポジウム
（２/１４開催予定、後援予定）

⑥買物困難者支援実証事業・ＩＣＴ利活用促進調査研究
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①第２回ＩＣＴ利活用講演会（１１/２４）
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◆熊本地震を受けて、県民全体の関心が高い「防災×ＩＣＴ」をテーマに開催
◆出席総数142名（会員84名。一般参加：58名（介護施設や障害
者施設、学校関係者等））

期日： 平成２８年１１月２４日（木）
１３：３０～１６：３０

場所： ホテルマリターレ創世佐賀
出席者数： １４２名

（会員８４名・一般５８名）

お二人の先生に、基調講演及び対談において、
災害時における情報発信の現状・課題について講
演いただきました。併せて、ソフトバンク㈱、㈱ケー
ブルワン、県消防防災課より、各々災害時における
情報発信の取組について紹介いただきました。

㈱ローカルメディ
アラボ牛島氏 ヤフー㈱田中氏

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告
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◆回答者の６７％から高い評価（評価５または４）

◆講演を聴いて、回答者の６３％が「防災関連アプリ」を

インストールしたいと回答

→ 「さまざまな防災関連のICTサービスを県民に知ってもらう」という本講
演会の目的に合致

◆受講者が興味をもっているテーマ上位５項目

①オープンデータ ３５名 ← 前回（９名）から大幅増！

②ＩｏＴ ３４名 ← 前回（２９名）に引き続き高い数値

③ＡＩ（人工知能） ３２名

④ビッグデータ ３０名 ← 前回（１５名）から大幅増！

⑤情報セキュリティ（企業・団体向け） ２９名

【アンケート結果、感想等】

※その他大幅に増加した項目
✧人材育成 ２１名 ← 前回（１０名）から大幅増！
✧ソーシャルメディア ２０名 ← 前回（７名）から大幅増！

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告

［アンケート回答数］
１００名（今回）←８２名（前回）



◆ 科目「幹事会直轄事業費」中、「（１）ICTに関する講演会」にかかる支出額が、
予算額を超えることとなったため、同一科目中の「（2）ICT普及啓発事業」から振り替え
て支出

※ なお、同一科目内における内訳の変更であることから、会計規程上の予算の「流用」にはあ
たりません

科目 予算額 支出済 残額

幹事会
直轄
事業費

4,400,000 2,075,700 2,324,300

（１）ＩＣＴに関する
講演会等

（900,000)

（1,175,790）

（▲275,790）【第１回講演会】
（418,034）

【第２回講演会】
（757,756）

（２）ＩＣＴ普及啓発
事業

(3,500,000) （899,910） （2,600,090）

＜今回経費が増大した理由＞
✧講演会の構成上メイン講師２名招聘
✧県民に広く聴講してほしい内容である
ため広報費用強化（新聞広告）

（予算の流用）
第９条 会長は、予算の執行上必要があると認めるとき又はや
むを得ない理由があるときには、幹事会に諮った上で、科目
相互間において予算を流用することができる。ただし、各配
分額のいずれか低い額の２０パーセントを上限とする。

【同一科目内の事業間の振替えについて】

単位：円（1月１日現在）

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告
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②はじめてのスマホ・タブレット講座in鹿島（９/１７）

◆参加者数 ９７名
◆前回（７月小城市）よりも、さらに情報セキュリティ啓発について強化

ｉＰｈｏｎｅセミナー ｉＰａｄ活用講座 安全につかうためのLINE講座

Ｆａｃｅｂｏｏｋ講座 ｆｏｒ ｉＰａｄ 会場（鹿島市民交流プラザ「かたらい」）
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講師：ＳＩＡ佐賀 講師：中村純一氏 講師：ｴﾇﾋﾞｰｺﾑ

講師：シニアネット佐賀

講習中の参加者

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告



【今回の新たな啓発取組】

上記に加え、以下の３つを実施。中でも啓発動画については、特に熱心に視聴する姿

✧ＩＰＡ作成啓発動画『ワンクリック詐欺に気をつけて！

（約10分）』を講習の最後10分間を利用して、

全参加者に視聴

✧県消費生活センター作成チラシ 『ワンクリック請求

に気をつけて！』の配布

✧ＮＩＳＣ作成『マンガで学ぶサイバーセキュリティ』の配布

［前回（7月小城市開催）における啓発取組］

✧各講座において「安心・安全な取扱い方」を組み込み

✧佐賀県警本部作成の『ＣｙｂｅｒＮｅｗｓ』の配布

✧ＩＴサポートさが作成の『ほっとネットライン案内カード』の配布
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前回よりもさらに「情報セキュリティ啓発」を強化！

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告
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◆すべての受講者から

「大変良かった（４５%）」「良かった（５５％）」と高い評価を得た

◆ほとんどの受講者（９８％）から、

「受講前と比べてＩＣＴに関して理解が深まった」との回答を得た。

◆小城市に引き続き、スマートフォンへの関心が高さが伺えた（下表参照）

開催市町（開催年月）
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ講座への

申込希望者の数（定員超過）
今後ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ講座を
受講希望の方の割合

Ｈ２７．７月（みやき町） ４２名（＋２名） ２５％（２３名）

Ｈ２７．１０月（武雄市） ３３名（－７名） ３３％（２９名）

Ｈ２８．３月（唐津市） ４１名（＋１名） ２６％（２９名）

Ｈ２８．７月（小城市） ９１名（＋１１名） ４２％（６４名）

Ｈ２８．９月（鹿島市） ４３名（＋３名） ４３％（３９名）

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告

【アンケート結果、感想等】



③高情協Ｔｗｉｔｔｅｒの運用開始（１０/２４～）

12

◆HP、FB、YouTubeに加え、Ｔｗｉｔｔｅｒ運用を開始

ホームページ 事業開催案内・報告
会員専用ページ更新等

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル 事業の開催
風景動画
会員提供動画等
のアップ

Ｆａｃｅｂｏｏｋページ 【新規運用】 Ｔｗｉｔｔｅｒ

リンク

リンク

連動
投稿

ＨＰ更新の通知
（ＨＰへの流しこみ）
ＩＣＴ関連ニュースのシェア
イベントページ作成
（受付機能含む）

ＦＢページの投稿を
自動的に投稿

＜期待される効果＞
・ＦＢよりアクティブユーザーが多いので、
情報拡散力の向上が見込める
・若者のユーザーが多いので、若者のセ
キュリティ意識向上も見込める。

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告



◎高情協Ｆａｃｅｂｏｏｋページの運用（４月～１２月）について
投稿本数 総計１３０本 （内訳：高情協関係記事３９本、ＩＣＴ関連記事シェア９１本）

※（４月～ ７月）総計３８本（内訳：高情協関係記事１５本、ＩＣＴ関連記事シェア２３本）
（８月～１２月）総計９２本（内訳：高情協関係記事２４本、ＩＣＴ関連記事シェア６８本）
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【『いいね！』の数】
今年度９か月間で＋５９いいね！
４月１日（２０９いいね！）⇒８月１日（２４４いいね！）⇒１月１日（２６８いいね！）
☆イベントにおける呼び掛けにて増加！
９月１７日講習会 ⇒ ＋５いいね！ １１月２４日講演会 ⇒ ＋８いいね！

幹事様へ改めてお願いします！
✧高情協ホームページの「お気に入り登録」
✧高情協Ｆａｃｅｂｏｏｋページへの「いいね！」
✧高情協Ｔｗｉｔｔｅｒの「フォロー」
✧高情協ＹｏｕＴｕｂｅの「チャンネル登録」

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告

＜高情協YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ＞
３８動画を掲載中（１月１日現在）

11/24「防災×ＩＣＴ」講演会
動画もアップしています！
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（参考）最近の主な更新記事

ツール 区分 記事内容

FB

事業関連
ﾈｯﾄの安全・安心けいはつｺﾝｸｰﾙ審査会について

県ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催告知

ICT関連記事
NISCにおけるｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ月間の取組（NISCｻｲﾄ）

“ＩＤＤｏＳ攻撃”について（ＩＴproサイト）

HP会員
ページ

イベント告知

【NS対策協議会】「2/14県ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

【佐賀電算センター】RESASセミナー開催告知

【NetComさが】九州情報政策連携ｼﾞｮｲﾝﾄｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催

会員における
取組・商品等
紹介

【ニシム電子工業】環境センシングシステムの紹介

【九州コーユー】光触媒・ＡＲアプリへの取組み紹介

【シニアネット佐賀】団体のご紹介

YouTube 事業関係 第２回ICT利活用講演会「防災×ICT」



15

【確認】HP等への会員お知らせ情報提供の方法

団体紹介、一押しの製品・サービス、イベント情報等
を高情協ＨＰにて広く周知したい！

【掲載依頼】（会員）
事務局へ以下の情報を提供する
①お知らせタイトル ※文字数制限なし ②お知らせ内容 ※文字数制限なし
③公開日時 ④公開終了日時
⑤画像 ※２メガバイト以内にサイズダウンしてください。（横長の写真がベスト）
⑥動画 ※出来る限り１０分以内の動画でお願いします。

高情協YouTubeにアップ致します。（宅ふぁいる便等で提供ください）

【更新案内】（事務局）
高情協Facebook
へアップ

「タイトルと３行案内
＋ＨＰへのリンク貼付」

【動画掲載】（事務局）
高情協YouTube
へアップ

【情報掲載】（事務局）
提供された情報を編集して
ＨＰ会員ページにアップ

【確認】（広報Ｇ・事務局）
提供された情報のチェック

議題（１） 【報告：実施済】今年度下半期事業報告
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［視察日時］ ２月１日（水曜日） １３時～１６時 ［参加予定者］１７名
［視察先・内容］
①長崎県立大学情報セキュリティ学科 サイバーセキュリティ演習室

✧「ながさきＩＣＴ戦略（長崎県庁ハイブリッドクラウド他）」※次スライド参照
✧「長崎県立大学におけるサイバーセキュリティ研究」

②扇精光ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱システム開発部運用支援課
✧「長崎くんちナビの仕組みについて」

［視察で期待される効果］

取組事例パターン１）『ＩＣＴ利活用の推進を図ろうとする会員の参考とするための、
企業・官公庁が取り組まれている先進的ＩＣＴ利活用事例』に該当

産官学民それぞれの高情協会員にとって、
事業・研究活性化のヒントが得られると期待される

視察先について

議題（１） 【報告：経過報告】今年度下半期事業報告

事務局にて、
視察先追加提案

長崎県庁より、
視察内容追加提案

④ＩＣＴ利活用取組事例視察 （２月１日実施予定）



（参考資料）ながさきＩＣＴ戦略の概要
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H27.7.8 長崎県情報政策課
ＩＣＴ産業の振興 －自治体クラウド等の推進－

官民協働クラウド

《 サーバ仮想化 》

・庁内、レンタルサーバの統合

・情報システムの運用効率化

《 開発・運用領域の提供等 》
・大学、地場IT企業への研究開発、運用領域
の提供
・自治体、大学等のＢＣＰ対策
・自治体クラウドサービスとのセット提供

《 自治体クラウドサービス等の拡充 》
・電子申請、公共施設予約等
H27：３システム→H32：１０５システム

・利用団体
H27:１３団体 → H32:２６団体以上

Step １

《 オープンデータ・ビックデータ研究開発 》

－産学官連携開発－

○観光、県民生活等の行政データをオープンデータ化

[ パイロット施策 ]
○ 大学の研究成果を活かしたＩＣＴサービスの開発

・ＡＥＤ・防犯箇所の可視化やバリアフリーストリートビューなど、

住民に役立つサービスを提供

Step ２
県・県内外市町・地場ＩＴ企業

《 電子県庁システムの市場流通 》
○ グループウエア等の提供（地場ＩＴ企業）
・県内企業等へ販売
・ポータルシステム簡易版を零細企業、

中小医療機関等へ導入（業務効率化）

Step ３ 県・地場ＩＴ企業・地場中小企業県・県内大学・地場企業・シンクタンク

県・県内市町・県内大学・地場ＩＴ企業

ながさき
ＩＣＴ
戦略

ＡＩ・ロ
ボ

ティクス

S N 
S

クラウ
ド

オープン
データ ・
ビッグデー
タ

モバイ
ル

県庁サーバ資源

期待される効果

オープンデータなど、データ分析・共有化を推進

・マーケット拡大
・新サービス開発
・産業界の付加価値向上
・経営基盤の強化
・経営体同士の業務提携

県内中小企業の経営効率化と
地場ＩＴ企業の活性化

[ オープンデータ・ビッグデータ研究開発 ]

- 長崎大学等の研究開発 -

・県民の安全・安心情報及び県内のロケ地情報(映画等)
をオープンデータ化
・世界遺産候補地などの観光客の動きを可視化
（Wi-Fi設備等を活用）

このイメージは、現在表示できません。

開発

このイメージは、現在表示できません。

データ

大学

県 、シンクタンク 地場ＩＴ企業

このイメージは、現在表示できません。

種
シーズ

産業競争力の強化
県民、
産業界

データ、サービス
の提供

意見
このイメージは、現在表示できません。

利用

このイメージは、現在表示できません。

県の資産を有効活用

○ 情報通信資産（サーバ機器）
○ 知的財産（公共データ）
○ 電子県庁システムのライセンス

このイメージは、現在表示できません。

公共
データ

ライセン
ス

２ ３クラウドサービスの拡充により、
各自治体の行政コスト低減と
地場ＩＴ企業の活性化

１

汎用型クラウド
自治体 Ａ

自治体 Ｂ

自治体 Ｃ

集約
↓

コスト低減

開発

地場ＩＴ企業 産業界 経営体

コンソーシアム

例： グループウェアの提供

（参考）ながさきＩＣＴ戦略の概念
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クラウド、オープンデータな
どICTを活用した地場産業
の振興
・マーケット拡大
・新サービス開発
・産業界の付加価値向上
・経営基盤の強化
・経営体同士の業務提携

①と②の二つのクラウドを
県庁サーバ群で運用する
ハイブリッドクラウドを構築

H27.9.16 長崎県情報政策課

①官民協働クラウド（パブリッククラウド）
インターネットを介して外部と接続

②庁内クラウド（プライベートクラウド）
庁内ネットワーク上にあり外部と接続しない

行政コストの低減、住民サービスの向上、効果的・効率的な施策展開

自治体

●自治体等が公共施設予約システム等の運用領域として利用（自治体クラウドサービス）

●県内自治体等が「避難行動要支援者情報」のバックアップ領域として利用 など

＜ながさきICT戦略研究会＞

地場IT企業

大 学

●地場IT企業が大学の研究成果やオープンデータでアプリを開発

●大学がビッグデータ分析等の実証実験領域として利用

（例）ＡＥＤ・防犯箇所の可視化、バリアフリーストリートビュー、
観光アプリなど

（例）ロケ地情報解析、世界遺産観光客の動き解析・可視化など

●電子県庁ライセンスを活用したサービスの開発運用領域として利用

（例）グループウェア、休暇システムなど

●デジタル書庫

情報の共有化、ペーパレス化の推進

●庁内システムの統合（外部接続のないもの）

行政コスト低減、セキュリティ強化

（例）森林地理情報システム、用地総合システム、財政監査関係様式統一な
ど

（例）全職員向け・グループ向け等アクセス制御多様化、検索機能の充実
各課保有のハードディスクの統合など

・上記のほか地場企業、大学等が研究・開発・運用・デモの領域
として利用 → 新しいビジネスモデルの構築

県庁 サーバ群

新庁舎

通信インフラ

セキュリティ対策 サーバ、ネットワーク機器等

エアコン 非常用電源

※３階 情報政策課サーバ
室

庁内各課

●庁内各課が保有する県民向けシステムや独自ＨＰの統合

地場企業 銀行

大学
シン
クタ
ンク

●複合環境制御ＩＣＴ農業データ、漁海況情報データ等の運用基盤 など

●モバイルワーク

（例）現場職員（農林水産・土木等）からの迅速な現地報告・情報共有

モバイルワークの推進

＋

●プロジェクト管理（外部とのファイル交換、複数タスク（同時作業等）の庁内外進捗管理・共有）

（参考）長崎県庁ハイブリッドクラウド イメージ図
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（参考）長崎県立大学サイバーセキュリティ演習室について

◎「情報セキュリティ学科」が
昨年４月に設置される
⇒ 大学では全国初！

◎４月に運用開始予定の
「サイバーセキュリティ演習室」

通信パケットの可視化がなされ、
ウィルス対策や攻撃と防御の
演習等が実践できる

＜視察内容＞
情報セキュリティ業界権威の
加藤雅彦教授より
デモを交えて学内研究内容
を説明いただく

20



（参考）長崎県立大学情報セキュリティ学科について
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（参考）長崎県立大学情報セキュリティ学科について
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（参考）長崎県立大学情報セキュリティ学科について
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